
校長先生の話

ラグビーワールドカップを通して感じたこと

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今日は、ラグビーワールドカップを通して感じたことを話します。



ラグビーワールドカップ2019が幕を閉じた

日本代表（ブレイブ・ブロッサムズ）は初のベスト８に躍進

ニュージーランド代表（オール・ブラックス）の「ハカ」

準決勝戦でイングランド代表がハカに対抗して取ったＶ字陣形に賛否

南アフリカ代表（スプリングボクス）が３度目の優勝

先住民族マオリの戦士が自らを鼓舞し、戦う相手を威嚇する踊りに由来

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先週土曜日に、日本で５週間に渡って開催されたラグビーワールドカップ2019が幕を閉じました。恐らく、それまで日本では馴染みの薄かったラグビーというスポーツが、全国に興奮と感動の嵐を巻き起こしました。🖱試合の結果としては、南アフリカ代表がニュージーランドと並ぶ史上３度目の優勝を果たしました。🖱また、日本代表は念願だった初のベスト８に躍進しました。🖱大会３連覇を目指していたニュージーランド代表は、準決勝でイングランドに敗れましたが、試合前に行われるハカは、それだけで見応えのあるものでした。ハカは、ニュージーランドの先住民族マオリの戦士が自らを鼓舞し、戦う相手を威嚇する踊りに由来します。🖱準決勝の試合前に行われたハカに対抗して、イングランド代表が取ったＶ字陣形に賛否の声が上がりました。



ラグビーワールドカップ2019が幕を閉じた

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これがその時の様子です。
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ラグビーワールドカップ2019が幕を閉じた

https://youtu.be/LgF8IVPeR48

敗れたニュージーランドのスティーブ・ハンセン・ヘッドコーチのコメント

「あの反応は華麗だった。ハカというものを理解しているなら、反応が必要な
んだ。ハカは個々の相手選手に対する挑戦でもある。そこで対抗しなければい
けないんだ。あれは見事だったと思うし、かなり独創的だったと思う。」

リスペクト

松瀬 学 氏（ノンフィクション作家）

「ＮＺの象徴、ハカはリスペクトされるべき」
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プレゼンテーションのノート
🖱例えば、元ラグビー選手でノンフィクション作家の松瀬氏は、「ＮＺの象徴、ハカはリスペクトされるべき」だと論じました。同じような論調が多かったようですし、主催者のワールドラグビーは、イングランド代表に対して後日、罰金を命じました。けれども、その罰金は、ハカに対して失礼だからという理由ではなく、センターラインを越えて敵陣に入っていたイングランドの選手が、審判の注意に従わず、下がらなかったからです。🖱試合開始前のこの出来事が、勝敗に影響したかどうか分かりませんが、イングランドに敗れたニュージーランドのヘッドコーチは、試合後にこうコメントしました。「あの反応は華麗だった。ハカというものを理解しているなら、反応が必要なんだ。ハカは個々の相手選手に対する挑戦でもある。そこで対抗しなければいけないんだ。あれは見事だったと思うし、かなり独創的だったと思う。」スティーブ・ハンセン・ヘッドコーチは、イングランドの対抗策を「華麗」で「見事」で「独創的」と評価しています。🖱これは、イングランド代表をリスペクトしている表れだと言えます。



リスペクト(Respect)

• 敬意を表す

• 尊敬する

• 尊重する

• 見下す

• 軽蔑(けいべつ)する

• 軽視(けいし)する

ディスリスペクト(Disrespect)

ラグビーの伝統的な文化 ＝ ノーサイド(No side)

試合後には敵も味方もなく、お互いの健闘を称え、相手を敬う精神
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「リスペクト」とは、「敬意を表す」「尊敬する」「尊重する」という意味です。🖱反対に、「見下す」「軽蔑する」「軽視する」という意味の言葉を「ディスリスペクト」と言い、「ディスる」なんて言い方もあるようです。🖱ラグビーには「ノーサイド」と言って、試合後には敵も味方もなく、お互いの健闘を称え、相手を敬う精神を大切にする伝統的な文化があります。



試合後の選手から観衆へのお辞儀、チームによるロッカールームの
掃除、観客によるスタンドのゴミ拾いなど、参加チームやファンは、
日本文化の美徳とされる行為を実践し、大きな話題を呼んだ。

リスペクト(Respect)

ラグビーの伝統的な文化 ＝ ノーサイド(No side)

試合後には敵も味方もなく、お互いの健闘を称え、相手を敬う精神

諸外国から高く評価される日本人の道徳観
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このラグビーの精神に、🖱これまでにも様々な場面で諸外国から高く評価されてきた日本人の道徳観が加わって、🖱試合後の選手から観衆へのお辞儀、チームによるロッカールームの掃除、観客によるスタンドのゴミ拾いなど、参加チームやファンは、日本文化の美徳とされる行為を実践し、大きな話題を呼びました。



リスペクト(Respect)

• 敬意を表す

• 尊敬する

• 尊重する

• 見下す

• 軽蔑(けいべつ)する

• 軽視(けいし)する

ＭＯＩＳに必要不可欠な態度 ＭＯＩＳにはふさわしくない態度

目上の人に対してだけでなく、また生徒同士だけでもなく、
すべての人間関係において大切な態度
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🖱「敬意を表す」「尊敬する」「尊重する」リスペクトの精神は、MOISに必要不可欠な態度です。🖱一方で、「見下す」「軽蔑する」「軽視する」ディスリスペクトの精神は、MOISにはふさわしくない態度です。そして、MOISに必要不可欠な、このリスペクトの精神は、🖱目上の人に対してだけでなく、また生徒同士だけでもなく、すべての人間関係において大切な態度だと言えます。よりよい世界、よりよい社会、よりよいコミュニティの実現を志す皆さんには、常に意識していてもらいたいと願っています。


